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ア プ ロ ー チ

期待される結果

募 集 ⽅ 法

この研究プロジェクトでは、Googleの機能などを⽤
いて、これまでの⽣物季節観測で得られたキャンパス
内での観測結果と写真をデータベース化したり、地理
情報システム（GIS）の⼿法を取り⼊れてマップによ
る可視化をしたり、咲き揃った時の様⼦や葉が茂った
時の様⼦を確認しながら観測できる「⽣物季節観測サ
ポートシステム」を開発したりするなど、さまざまな
デジタル技術を⽤いた観測⽅法の開発と観測結果の集
約について検討します。

キャンパス内での⽣物季節観測の結果や
写真をデータベース化し、基盤情報として
活⽤できるようにすることで、それを活⽤
したさまざまなシステムの構築が可能にな
ります。その⼀つとして、観測しながら、
過去の咲き揃った時の様⼦や葉が茂った時
の様⼦などを⼿軽に確認できる「⽣物季節
観測サポートシステム」の開発をします。
そのほか、⽣物季節観測の紹介ツールの
構築や、AIを⽤いた⾃動観測システムの開
発の可能性など、データベースの活⽤⽅法
についても検討します。

募集⼈数は2名程度です。興味を持った⽅は説明会に参加（または視聴）し、参加を希
望する⽅は応募してください。募集期間終了後、⾯談を⾏います。
デジタル技術が⽇進⽉歩しているなかで、新しい技術を習得し、⽬的にそって組み合わ
せながら、システムを構築することが期待されます。⾃ら新しい技術にアプローチし、シ
ステムの構築を提案する⾃発性、積極性のある⽅を求めます。デジタル技術やデータサイ
エンスに興味のある⽅、⽣物季節や気候変動に興味のある⽅を歓迎します。
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サクラの開花といった⽣き物の季節変化（⽣物季節）は、気候変動の⽣態系への影響の
重要な指標になります。近年、地球温暖化によって⽣物季節のタイミングが影響を受ける
ことが分かってきました。
本学では、2021年から始まった国⽴環境研究所による⽣物季節モニタリングの全国調
査に参加して、さまざまな動植物の⽣物季節をキャンパスで観測しています。⽣物季節観
測は同じ場所、同じ基準で⻑期間にわたって観測することが重要です。また「咲き揃った
時の約80％以上が開花した状態が満開」といった観測基準の判断は習熟が必要とされます。
毎年メンバーが⼊れ替わる⼤学では、誰でも気軽に観測に参加できるように、わかりやす
い観測⼿法の確⽴が特に重要です。

キャンパスでの⽣物季節観測の様⼦

⽣物季節観測の結果をGoogleサイトで可視化した
イメージ


